
お問い合わせ先：産業振興課 企画振興グループ　電話：５－1113　告知端末機：５－8814

第48回 ほろのべ名林公園まつりほろのべ名林公園まつり
8月11日(土)　午後2時～　　8月12日(日)　午前10時～
山村広場（宮園町9番地）

【ステージショー　18:00 ～】

【アトラクション】

門倉　有希 じゅんいち
ダビットソン

幌加内そばの里大使

上杉　周太
幌延町観光大使

井上　仁志

怪盗戦隊ルパンレンジャー
VS

警察戦隊パトレンジャー

杜　このみ
ぷりんせす♡たいむ ファイターズガール

鉄道トークショー
南田　祐介

【ステージショー　10:00 ～】

日　時
場　所

11日
12日

・幸運のティッシュをつかむんじゃ～
・抽選会
・仮装盆踊り
・秘境駅バスツアーetc.

　この原稿は激甚災害に指定された西日本豪雨のニュースを聴きながら書いて
います。被災された皆さんにお見舞いを申し上げるとともに、亡くなられた方々のご冥福をお祈
りいたします。
　今回のような前線豪雨や台風による被害・大雪による障害などは、事前にある程度の予報を出
すことが可能です。それにもかかわらず大きな災害がもたらされました。地震や噴火などの天災
は前兆もなく突然に襲いかかります。この地域は悪天候による災害に見舞われることはあっても、
地殻変動に伴う災害には比較的安全とされているようですが、公表されている「ハザードマップ」
どおりに発生してくれるほど自然は甘くありません。災害によってライフライン等の生活基盤が
崩れると、健康の維持が大きく脅かされます。特に災害弱者と言われる、高齢者や小児、障害者
や既に何らかの傷病を患っている人は生命の危機に瀕することもあります。医療機関の整ってい
る都市部ならまだしも、平常時でも緊急事態!?並みの地域では容易に医療事情は破綻します。自ら
が被災した阪神淡路大震災をはじめ国内外の複数の災害医療に従事した経験も踏まえて、万が一
のときには私も走り回りますが、需要が供給を大きく上回るのが災害です。まず自分、そして家
族・親戚・ご近所さんの身を守るために、事前に何を準備しておくか、また有事にはどのように
行動するかを今一度考えてみていただきたいと思います。
　あまりにも痛ましいニュースに接し、医療とはあまり関係のない原稿となってしまいました…。

診療所だより 診療所長：田川 豊秋

災害対策

禁煙外来受診助成事業で禁煙達成第1号を受け付けました！
　今年度４月から始まった禁煙外来受診助成事業で、４月に登録した方か
ら6月25日に事業第1号となる禁煙達成の申請がありました。
　「今まで１日20本以上吸っていたので、苦しいときもあったが、薬を飲む
ことで禁煙できた。自信は無いが、このまま禁煙を続けたい。」と話されて
います。
　タバコを止めたいと考えているあなたも、ぜひ町立診療所の禁煙外来で
禁煙治療を受けましょう！

お問い合わせ先：保健センター　　電話・告知端末機：５－1790

＜禁煙外来助成事業の流れ＞
　①タバコを止めたくても止められない、でも止めたい方が禁煙を決心する。
　②保健センターで、禁煙外来助成事業の申請をする。
　③町立診療所を受診し、禁煙外来での禁煙治療を始める。
　④12週間の禁煙治療を終了する。（禁煙達成！）
　⑤町立診療所と薬局の請求書・明細書を保健センターに持参し、手続きする。
　⑥自己負担の3分の1が助成される。
　⑦タバコの害がない生活を送る。
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